
２００４（平成１６）年度事業 

第 14 回まちづくりコーディネーター養成講座 

● 日程 2005（平成 17）年２月 28 日（土）～２月 29 日（日） 

● 会場 独立行政法人 国立オリンピック記念青少年総合センター 

● 受講者 64 名 

 

 研 修 内 容 講 師 

１

日

目 

研修１ 基調講演 「少子高齢社会の活性化の課題」 

     ～実現する生涯学習社会貢献センターの発想～ 

研修２ 特別講演「高齢社会の実りあるまちづくり」 

研修３ 討議とシンポジウム「生涯学習と地域の活性化」 

研修４ 基調提言 

（１）「谷根千（やねせん）からのメッセージに学ぶ」 

  東京の下町が残るまち。人気の町に根をおろして、本当のまちづ

くりと、 

  まちの楽しい方の極意を伝えます。 

（２）グループ討議「わたしの地域活動と生涯学習まちづくりの課題」 

  ①私が取り組みたいこと ②基調提言へ提言したいこと 

   全国各地で活躍する参加者同士が、これまでの活動を語りま

す。多彩な参加者がお互いを高めてくれるでしょう。講演・提言

等をテーマにして、日常的に考えていることを発表し合います。 

   （３）シンポジウム「新しいエネルギーを生み出す交流を考える」 

登壇者 

平野仁「国際理解教育の実践～展望と広がり」 

野口晃一郎「仕事が生涯学習 生涯学習が自分を変える」 

安里 彩「コミュニティスポーツにおける生涯学習の関わり」 

コーディネーター 清水英男 

研修５ 講義 まちづくりの視点 

     テーマ「メディカルタウンの構想」 

     全国のトップ企業家として活躍する若い経営者の発想に学びま

す。 

     その夢は「メディカルタウン」それは具体的にどのような構想なの

か。 

研修６ 活動報告と情報交換（交歓交流会） 

福留 強 

 

讃岐幸治 

 

 

政所 利子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷口 郁子 

２

日

目 

研修７ ワークショップ「地域活性化の計画Ⅱ」 

     講義ではなく、全員の考え方を集約し、新しい発想を生み出す

方法について楽しく学びます。カードとカードの分析から、皆の声を

集約しそこからアイデアが生み出される。時間が不足する可能性

もありますが熱中してしまいます。その進め方を、まちに伝えてくださ

い。それは、プロデューサーの役割。まちづくりコーディネーターの必

須の手法です。 

    （１）ワークショップの進めかた （２）カードづくりと説明と分類と発想

と 

    （３）発表 

研修８ 講義と討議「地域活動の進めかた」ほか 

齊藤 ゆか 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 



これからの地域アニメーター活動をどのように進めるか 

 

● 講師 

福留 強  全国生涯学習まちづくり協会理事長 

讃岐 幸治  愛媛大学教育学部 教授 

政所 利子  （株）玄 代表取締役社長 

平野 仁   日本中国青少年交流協会 理事長 

野口 晃一郎  岐阜放送アナウンサー・まちづくりコーディネーター 

安里 彩   聖徳大学レジャーレクリエーション研究室助手 LLBCG 副編集局長 

清水 英男  聖徳大学教授 

谷口 郁子  イムノエイト（株） 代表取締役社長 

齊藤 ゆか  聖徳大学 学術フロンティア担当 まち研事務局 

 


